
家
政
と
家
政
学

ー
ー
明
治
期
の
文
献
整
理
か
ら

永
　
藤　
清
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
孫
其
の
長
を
敬
い
又
其
の
命
に
従
う
。
故
に
父
其
の
家
を
治
る
の
権
あ
り
。

　
　
　
　
　
　は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
謂
家
政
な
る
も
の
是
な
り
。
」
（
筆
者
が
現
代
表
記
に
直
し
、
必
要
に
応
じ
て

　
　
　

「家
政
」
と
い
う
言
葉
を
日
常
生
活
で
聞
く
機
会
が
少
な
く
な
り
、
多
く
の
　
　
　
句
読
点
を
挿
入
し
た
。
以
下
同
様
。
）
す
な
わ
ち
家
政
は
、
～
家
の
長
で
あ
る

　
　

大学
で
家
政
学
部
が
名
称
変
更
さ
れ
て
久
し
い
。
本
稿
で
は
、
明
治
期
の
文
献
　
　
　
父
親
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
決
断
解
決
を
行
い
、
一
家
を
治
め
る
た
め
の
権
力

　
　

から
「
家
政
」
が
実
践
の
学
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
過
程
を
整
理
す
る
。
ま
　
　
　
を
持
つ
重
要
な
制
度
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
世
界
各
国
も
同
様
で
あ
る
と
し
て

　
　
た
家
政
教
育
に
お
け
る
衣
領
域
と
く
に
裁
縫
・
編
物
等
の
手
工
芸
が
、
我
が
国
　
　
　
「
（
定
住
の
種
族
は
）
家
事
は
婦
人
に
任
せ
子
弟
家
畜
も
こ
れ
に
委
ね
、
子
男
子

　
　

の国
力
増
強
の
施
策
と
と
も
に
家
庭
で
の
婦
女
子
の
内
職
の
一
つ
と
し
て
推
奨
　
　
　
各
独
立
し
て
そ
の
家
内
に
全
権
を
行
い
、
（
中
略
V
皆
そ
の
位
を
女
子
失
い
男

　
　
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
を
か
ら
考
察
す
る
。
　
　
　
　
　
子
と
肩
を
比
す
る
を
得
ず
下
に
属
し
、
手
工
を
為
し
家
事
を
勤
め
土
地
を
耕
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食物
を
製
す
る
こ
と
と
し
、
男
子
の
奴
隷
の
ご
と
し
」
と
欧
米
の
国
情
を
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
し
て
い
る
。
後
に
「
東
洋
自
由
薪
聞
」
社
長
と
な
り
政
治
評
論
を
行
っ
た
林
の

　
　
　
　
　　
「
家
政
し
教
育
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
こ
の
著
作
は
、
そ
の
後
の
教
育
と
く
に
家
政
学
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て

　
　
　
大
蔵
省
の
官
僚
で
も
あ
り
欧
米
留
学
経
験
を
も
つ
林
正
明
は
、
1
8
7
3
　
　
　
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
家
事
は
婦
人
に
任
せ
子
弟
家
畜
も
こ
れ
に

　
　

（明
治
6
）
年
に
「
万
国
政
談
」
全
4
巻
を
著
し
、
欧
米
各
国
の
政
情
を
紹
介
　
　
　
委
ね
」
「
「
男
子
と
肩
を
比
す
る
を
得
ず
下
に
属
し
」
「
手
工
を
為
し
家
事
を
勤

　
　
し
た
。
巻
の
ー
で
は
、
各
国
の
進
歩
等
の
記
述
と
と
も
に
家
政
に
つ
い
て
次
の
　
　
　
め
土
地
を
耕
し
食
物
を
製
す
る
」
等
、
婦
入
の
仕
事
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
の

　
　
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
父
生
涯
の
間
其
の
家
の
長
に
立
ち
、
家
内
の
訴
訟
を
　
　
　
紹
介
で
あ
る
。

燃　
　
裁
決
し
己
が
蓄
え
る
所
の
経
験
を
以
て
そ
の
知
識
を
一
家
に
授
く
。
是
を
以
て
　
　
　
　
1
8
7
2
（
明
治
5
）
年
の
学
制
交
付
以
降
、
日
本
国
内
に
多
く
の
小
学
校



朋
　　
が
開
設
さ
れ
1
8
7
3
（
明
治
6
）
年
の
児
童
の
就
学
率
は
男
3
9
・
9
％
、
女
　
　
　
　
1
8
8
2
（
明
治
1
5
）
年
の
各
府
県
宛
文
部
省
通
牒
で
は
、
女
子
中
等
教
育

　
　
1
5
i
％
、
男
女
平
均
2
8
i
％
で
あ
っ
た
が
、
1
8
7
9
（
明
治
1
2
）
年
に
は
　
　
　
に
つ
い
て
「
英
語
、
代
数
、
三
角
法
、
経
済
、
本
邦
省
令
等
を
省
き
、
修
身
、

　
　
男
5
8
・
2
％
、
女
2
2
・
6
％
、
男
女
平
均
4
1
・
2
％
と
高
く
な
っ
た
（
文
部
科
学
　
　
　
和
漢
文
、
習
字
、
図
画
等
の
教
科
を
課
し
、
ま
た
別
に
裁
縫
、
家
事
経
済
、
女

　
　
省
、
学
制
百
年
史
）
。
そ
の
後
1
8
8
0
（
明
治
1
3
＞
年
の
改
正
教
育
令
に
基
　
　
　
令
、
音
楽
等
を
加
え
、
専
ら
中
人
以
上
の
女
子
に
順
良
適
実
の
教
育
を
授
け
る

　
　
つ
い
て
1
8
8
1
（
明
治
1
4
）
年
、
小
学
校
教
則
綱
領
に
よ
っ
て
当
時
の
教
則
　
　
　
こ
と
」
、
「
女
子
中
等
教
育
を
中
流
以
上
の
社
会
に
お
け
る
女
子
の
た
め
の
教
育

　
　
が改
め
ら
れ
、
女
子
の
み
の
必
須
科
目
と
し
て
、
3
年
間
の
小
学
校
中
等
科
に
　
　
　
と
性
格
付
け
、
貞
淑
温
和
な
婦
徳
の
育
成
を
中
心
と
し
た
女
子
固
有
の
教
育
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
裁縫
、
2
年
間
の
高
等
科
に
裁
縫
、
家
事
経
済
が
設
け
ら
れ
た
。
家
事
経
済
に
　
　
　
容
を
授
け
る
」
と
さ
れ
、
1
8
8
◎
（
明
治
1
3
＞
年
の
改
正
教
育
令
以
降
、

　
　
は
「
衣
服
・
選
択
・
住
居
・
什
器
・
食
物
・
割
烹
・
理
髪
・
出
納
等
一
家
の
経
　
　
　
「
家
政
」
が
女
子
の
た
め
の
家
事
家
政
教
育
へ
と
急
激
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

　
　
済
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
実
瞭
生
活
と
結
び
付
け
ら
れ
て
編
集
」
さ
れ
た
。
　
　
　
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
1
8
8
0
（
明
治
1
3
）
年
に
発
行
さ
れ
た
小
林
義
則
編
「
男
女
普
通
家
政
小

　
　
学
」
（
全
2
冊
）
は
、
文
部
省
の
調
査
を
受
け
て
秋
田
県
等
に
お
い
て
教
科
書

　
　
暴
用
さ
れ
て
い
た
が
・
、
§
、
（
明
治
u
）
年
の
綱
領
整
に
よ
っ
て
表
　
　
欧
米
の
女
子
馨
書
の
紹
介

　
　
題と
内
容
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
1
8
8
2
（
明
治
1
5
）
年
に
「
校
正
家
　
　
　
　
こ
の
時
期
に
は
欧
米
の
家
政
書
が
多
く
翻
訳
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
。
1
8
8
5

　
　
政
小学
」
と
し
て
改
訂
発
行
し
て
い
る
。
小
林
は
、
前
文
で
「
家
政
小
学
2
冊
　
　
　
（
明
治
1
8
）
年
の
カ
タ
リ
ネ
・
エ
ス
セ
ル
・
ビ
ー
チ
ル
（
ア
メ
リ
カ
）
の
『
家

　
　
の

校
正な
ら
び
に
巻
三
出
版
の
要
旨
」
と
し
て
文
部
省
の
綱
領
に
基
づ
い
て
割
　
　
　
事
経
済
』
（
文
会
社
）
、
1
8
8
9
（
明
治
2
2
）
年
ル
イ
ゼ
・
ビ
ュ
フ
ネ
ル
（
ド

　
　烹
．
洗
濯
．
理
髪
等
の
部
を
増
補
し
た
こ
と
、
専
ら
女
子
教
科
書
用
に
改
訂
し
　
　
　
イ
ツ
）
『
女
子
之
務
』
（
中
川
重
麗
著
述
、
尚
友
社
）
、
1
8
8
9
（
明
治
2
2
）

　
　
て単
に
家
政
小
学
に
し
た
と
説
明
し
、
割
烹
、
服
の
洗
濯
・
洗
張
・
染
物
、
理
　
　
　
年
ラ
ト
ク
リ
フ
（
イ
ギ
リ
ス
）
『
西
洋
女
大
学
』
（
片
岡
信
女
訳
、
丸
善
）
な
ど

　
　髪
、
雑
則
を
内
容
と
し
た
巻
之
三
を
追
加
発
行
し
て
い
る
。
巻
之
三
割
烹
の
部
　
　
　
で
あ
る
。
全
文
翻
訳
で
は
な
く
、
我
が
国
の
国
情
や
女
子
教
育
に
必
要
な
章
や

　
　
は後
述
す
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
家
政
学
に
繋
が
る
内
容
が
盛
り
　
　
　
事
項
を
抽
出
し
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
込ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
炊
飯
・
さ
し
身
の
作
り
方
、
膳
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
の
女
性
教
師
ビ
ー
チ
ル
の
『
家
事
経
済
』
緒
言
に
は
「
（
女
子
は
）

　
　魚
乾
魚
等
調
理
、
煮
つ
け
物
等
、
物
を
軟
ら
か
く
煮
る
方
法
、
物
を
貯
え
る
方
　
　
　
家
事
経
済
（
家
事
の
経
家
済
世
）
に
胞
勉
し
て
、
以
て
男
子
の
一
助
」
と
な

　
　法
、
香
の
物
漬
様
、
庖
厨
用
具
、
塩
砂
糖
の
汚
物
を
去
る
方
法
な
ど
が
あ
り
、
　
　
　
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
、
「
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
、
エ
ン
ト
、
ヘ
ル
ツ
キ
ー
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
他
の2
巻
に
み
る
よ
う
な
家
政
の
、
心
得
的
な
内
容
で
は
な
い
具
体
的
な
作
業
内
　
　
　
ン
グ
」
（
翻
訳
原
文
の
ま
ま
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
の
管
理
と
家
族
の

　
　容
と
方
法
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
管
理
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
全
5
巻
に
も
及
ぶ
大
作
で
あ
る
．
。
巻
1
第
1



　
　
章
に
は
家
政
必
要
の
学
芸
並
び
に
教
育
に
つ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
妻
・
母
・
　
　
　
　
ド
イ
ツ
の
書
物
『
女
子
之
務
』
を
紹
介
す
る
理
由
は
、
「
女
子
の
本
分
は
斉

　
　

戸
主と
な
り
百
般
の
難
事
を
管
理
し
て
い
く
た
め
に
建
築
学
を
は
じ
め
諸
学
科
　
　
　
家
の
実
務
に
あ
り
と
し
て
い
る
こ
と
、
事
物
の
着
眼
か
ら
立
論
し
て
い
る
こ

　
　

の

大
意を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
婦
女
子
も
管
理
す
　
　
　
と
」
が
自
本
の
女
子
教
育
に
適
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し

　
　
る
と
こ
ろ
と
な
る
園
芸
・
果
樹
園
・
菜
園
・
家
畜
の
世
話
等
の
知
識
、
室
内
装
　
　
　
て
、
質
素
な
文
明
教
育
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
の

　
　
飾
、
食
物
衛
生
、
碑
僕
の
管
理
、
裁
縫
、
洗
濯
染
色
等
の
家
事
化
学
、
家
族
衛
　
　
　
女
性
の
よ
う
に
、
酒
脱
活
発
な
風
儀
は
こ
れ
を
学
ば
し
む
べ
か
ら
ず
」
と
し
、

　
　
生
、
家
事
経
済
、
他
の
家
事
よ
り
も
人
が
注
目
す
る
割
烹
の
技
術
、
家
庭
及
び
　
　
　
男
女
の
役
割
分
担
を
説
く
ド
イ
ツ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
唱
し
て

　
　

学
校
で

の
子ど
も
の
教
育
に
至
る
ま
で
広
く
教
育
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
　
　
　
い
る
。
と
く
に
社
交
宴
会
、
茶
話
小
集
、
読
書
、
母
お
よ
び
妻
の
務
め
、
処
女

　
　
る
。
巻
1
で
は
住
居
、
巻
2
は
運
動
や
清
潔
等
を
含
む
健
康
に
つ
い
て
、
巻
3
　
　
　
論
を
訳
し
た
理
由
を
凡
例
に
取
り
上
げ
特
別
に
注
釈
し
て
い
る
。

　
　
は
家
訓
、
心
身
の
安
易
、
養
老
、
看
病
、
庭
園
管
理
等
、
巻
4
は
裁
縫
、
子
ど
　
　
　
　
我
が
国
の
女
子
教
育
が
、
欧
米
の
よ
う
な
社
交
宴
会
や
茶
話
会
を
倣
っ
て
弊

　
　
も
、
交
際
等
、
巻
5
は
割
烹
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
割
烹
の
技
術
は
他
の
　
　
　
害
に
陥
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
こ
の
書
物
が
こ
れ
ら
の
弊
害
を
説
い
て
い
る
こ

　
　
家
事
よ
り
も
人
が
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
肉
・
魚
・
疏
菜
・
潰
物
・
　
　
　
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
読
書
は
い
ま
最
も
必
要
な
も
の
で
は
あ
る
が

　
　
菓
子
類
、
飾
卓
等
広
範
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
教
育
に
向
か
な
い
小
説
の
類
が
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
子
が

　
　
　
日
本
語
版
緒
言
で
は
、
欧
米
の
婦
人
は
男
女
同
権
を
得
て
い
る
も
の
も
の
い
　
　
　
読
書
を
す
る
に
あ
た
っ
て
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
処
女
論
は
、

　
　
る
が
、
そ
れ
は
男
子
の
恩
愛
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
同
権
　
　
　
我
が
国
に
は
時
期
尚
早
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
女
子
が
職
業
を
も
ち
、
技
術
を

　
　
を
い
う
も
の
は
男
子
の
徳
義
で
あ
っ
て
婦
女
の
不
徳
で
あ
る
、
だ
か
ら
我
が
国
　
　
　
身
に
つ
け
て
独
立
す
る
者
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
欠
く
こ
と
が
で
き
な

　
　

の婦
人
は
衣
食
住
、
子
女
の
教
育
、
衛
生
、
家
事
経
済
に
題
勉
し
て
男
子
を
助
　
　
　
い
た
め
取
り
上
げ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
妻
の
務
め
は
国
に
よ
っ
て
大
き
な

　
　
け
る
義
務
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
　
　
　
差
は
な
い
こ
と
、
国
情
の
違
い
に
よ
り
こ
の
書
物
に
は
舅
姑
に
つ
い
て
の
記
述

　
　

我
が国
の
女
子
教
育
は
女
子
が
男
子
を
助
け
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
　
　
　
は
な
い
が
、
我
が
国
で
は
妻
と
な
る
者
は
舅
姑
に
対
す
る
務
め
が
非
常
に
大
切

　
　
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。

　
　
　
ビ
ュ
フ
ネ
ル
『
女
子
之
務
』
は
、
原
書
で
は
第
1
章
か
ら
第
1
8
章
ま
で
あ
る
　
　
　
　
『
女
子
之
務
』
第
4
章
に
は
女
子
手
芸
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

　
　
と
さ
れ
て
い
る
が
、
訳
者
は
そ
の
中
か
ら
我
が
国
の
女
子
教
育
上
最
も
重
要
な
　
　
　
女
子
の
手
工
が
消
滅
し
始
め
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、
女
子
が
習
う
べ
き
こ
と
と

　
　
も
の
す
な
わ
ち
、
「
女
子
教
育
総
論
、
職
業
、
家
政
的
教
育
、
手
芸
、
精
神
的
　
　
　
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
手
工
は
実
地
的
教
育
の
最
も
必
要
な
る

　
　
修養
、
宴
会
社
交
、
茶
話
小
集
、
読
書
、
結
婚
、
母
お
よ
び
妻
の
務
め
、
処
女
　
　
　
一
部
分
な
れ
ば
な
り
、
裁
縫
を
解
せ
ざ
る
婦
人
は
そ
の
本
分
を
全
う
し
得
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

班　
　
論
、
女
子
論
の
1
2
章
の
み
」
訳
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
」
と
し
て
裁
縫
、
編
物
な
ど
の
手
工
を
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
し



砺
　　
て
、
裁
縫
や
編
み
物
は
習
う
が
小
学
校
や
女
学
校
で
手
芸
を
教
え
る
こ
と
が
無
　
　
　
と
、
そ
の
た
め
に
は
計
画
的
な
予
算
決
算
が
必
要
な
こ
と
等
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
富
め
る
人
々
は
金
銭
を
払
っ
て
裁
縫
師
を
雇
う
こ
と
が
　
　
　
ま
た
、
買
い
物
時
の
注
意
、
衣
服
や
飲
食
物
な
ど
の
品
物
に
つ
い
て
は
実
用
と

　
　
でき
る
が
、
階
級
の
低
い
入
々
は
家
事
一
切
を
婦
人
が
行
う
た
め
実
用
的
な
教
　
　
　
清
潔
を
基
本
と
す
る
こ
と
な
ど
、
同
時
期
の
我
が
国
の
家
政
書
に
～
定
の
影
響

　
　
育
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
比
べ
ド
イ
ツ
で
は
　
　
　
を
与
え
る
事
柄
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
女
子
の
手
芸

教育
が
進
歩
し
て
い
な
い
と
し
て
、
学
校
に
お
い
て
手
芸
教
育
を
　
　
　
　
ま
た
、
編
み
物
や
裁
縫
な
ど
の
針
仕
事
に
つ
い
て
は
、
婦
入
に
と
っ
て
最
も

　
　
他
の

教科
と
同
じ
よ
う
に
教
授
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
　
　
　
大
切
な
工
芸
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
「
さ
し
あ
た
り
他
に
仕
事
が
な
い
時
は
、
絶

　
　
層
階
級
の
人
だ
け
で
な
く
「
高
貴
の
婦
人
な
り
と
て
手
芸
の
教
育
の
必
要
な
る
　
　
　
え
ず
針
を
手
に
す
る
よ
う
心
掛
け
る
べ
し
」
と
ま
で
書
か
れ
、
ビ
ュ
フ
ネ
ル

　
　
こ
と
更
に
論
な
か
る
べ
し
」
と
申
等
階
級
以
上
の
婦
入
も
手
芸
が
必
要
で
あ
る
　
　
　
と
詞
様
、
婦
人
の
手
工
芸
の
大
切
さ
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
起
き
て
ま

　
　
と
説
い
て
い
る
が
、
ビ
ュ
7
不
ル
の
こ
の
思
想
は
、
後
述
す
る
女
子
の
職
業
教
　
　
　
ず
、
一
日
の
仕
事
の
割
付
を
す
る
必
要
性
も
説
い
て
い
る
。
手
配
を
忘
れ
る
と

　
　育
に
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
用
事
が
で
き
ず
不
経
済
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
婦
人
の
心
得
も
書
か
れ
て

　
　
　
ラ
ト
ク
リ
フ
の
『
西
洋
女
大
学
』
の
原
著
は
1
8
4
5
年
に
出
版
し
版
を
重
　
　
　
い
る
。
男
子
の
学
問
は
、
大
き
な
発
明
や
書
物
を
著
し
て
世
の
中
に
有
益
な
こ

　
　
ね
た
が
、
1
8
8
6
年
版
の
翻
訳
と
し
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
原
書
は
姐
篇
に
　
　
　
と
を
為
す
の
が
目
的
で
あ
る
が
、
女
子
の
学
問
は
学
ん
だ
知
識
を
日
用
実
際
の

　
　も
及
ぶ
が
、
我
が
国
の
国
情
に
適
切
だ
と
認
め
た
数
章
を
抄
訳
し
上
下
2
冊
と
　
　
　
こ
と
に
当
て
る
こ
と
で
あ
り
、
コ
家
を
斉
う
ご
と
き
知
識
こ
そ
婦
入
に
適
当
」

　
　
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。
上
篇
で
は
、
婦
人
談
話
の
心
得
、
婦
人
時
間
の
使
い
　
　
　
だ
と
し
た
。
一
定
の
決
ま
り
を
つ
く
っ
て
家
を
斉
え
一
家
の
幸
福
を
保
ち
、
緊

　
　方
、
女
子
勤
勉
の
事
、
家
政
の
心
得
、
他
人
に
対
す
る
行
儀
作
法
の
5
篇
、
下
　
　
　
急
の
際
に
は
家
族
を
困
難
か
ら
守
る
こ
と
が
主
婦
の
役
割
で
あ
り
、
決
し
て
恥

　
　篇
で
は
、
婚
姻
前
の
心
得
、
婚
姻
後
の
心
得
、
結
婚
者
の
快
楽
、
育
児
法
教
育
　
　
　
ず
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
し
た
考
え
方
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
我
が
国
の
国
情

　
　法
、
良
人
の
選
び
方
、
服
装
の
事
の
6
篇
の
計
1
1
篇
を
紹
介
し
て
い
る
。
　
　
　
　
に
合
わ
せ
た
家
政
学
の
方
向
性
を
強
く
示
し
た
も
の
と
も
言
え
る
。
本
書
冒
頭

　
　
　
家
政
の
、
心
得
の
篇
で
は
、
家
政
は
婦
人
の
最
も
大
切
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
　
　
　
で
「
婦
人
の
た
め
の
書
物
で
は
あ
る
が
「
男
子
と
い
え
ど
も
文
明
社
会
の
交
際

　
　
こ
と
、
世
の
中
に
は
家
政
を
恥
と
考
え
軽
い
も
の
と
考
え
る
女
子
も
い
る
が
、
　
　
　
風
に
心
あ
ら
ん
人
は
、
こ
れ
を
一
読
せ
ら
れ
ん
」
と
末
松
謙
澄
が
男
子
も
読
む

　　
　
一
家
の
主
婦
と
な
る
者
は
若
い
時
か
ら
家
政
に
つ
い
て
習
い
心
得
て
お
く
べ
き
　
　
　
よ
う
に
推
奨
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

　
　
だと
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
～
番
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
家
政
と
は
家
　
　
　
る
。

　
　
を
治
む
る
の
経
済
に
し
て
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
家
の
経
済
で
あ
る
。

　
　月
々
の
所
得
を
知
り
そ
れ
に
応
じ
た
支
出
や
暮
ら
し
方
が
必
要
な
こ
と
、
経
常

　
　
支出
の
他
に
特
別
な
出
費
や
娯
楽
等
へ
の
出
費
に
備
え
て
予
備
金
が
必
要
な
ご



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
理
（
肉
藁
汁
、
醤
液
の
製
法
、
煮
灸
の
方
法
、
食
物
貯
蔵
法
）
、
下
巻
は
住

　
　
　
　　　
女
子
教
育
の
核
と
し
て
の
家
政
学
　
　
　
　
　
居
（
住
居
の
翼
住
居
の
璽
住
居
の
掃
除
室
内
の
装
飾
叢
火

　
　
　
欧米
の
女
子
教
育
論
や
家
政
論
が
紹
介
さ
れ
て
以
降
、
我
が
国
で
は
家
政
学
　
　
　
災
盗
難
、
風
災
・
水
害
お
よ
び
震
災
、
家
具
什
器
、
器
物
書
類
の
保
存
お
よ
び

　
　
お
よ
び
女
子
教
育
の
書
物
が
相
次
い
て
出
版
さ
れ
た
。
1
8
9
0
（
明
治
2
3
）
　
　
　
取
扱
、
器
具
書
類
の
貸
借
）
、
礼
法
（
　
般
の
礼
、
尊
長
に
対
す
る
礼
、
賓
主

　
　年
以
降
発
行
を
確
認
し
た
家
政
学
お
よ
び
女
子
教
育
に
関
連
す
る
書
物
一
覧
と
　
　
　
の
礼
お
よ
び
吉
凶
事
の
心
得
、
西
洋
風
賓
主
の
礼
）
、
装
飾
、
書
簡
、
贈
品
、

　
　
主な
内
容
等
を
表
1
に
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
病
法
、
母
親
の
衛
生
お
よ
び
小
児
教
養
法
、
家
庭
教
育
）
緯
僕
の
使
役
で
あ

　
　
　
こ
れ
ら
の
書
物
に
共
通
す
る
主
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
上
げ
る
と
下
記
の
よ
う
な
　
　
　
る
。

　
　
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
女
子
教
育
と
家
政
学
の
必
要
　
　
　
上
巻
緒
言
に
お
い
て
、
個
々
の
家
庭
（
下
田
は
家
室
と
表
現
し
て
い
る
）
を

　
　
性
、
女
子
の
本
分
は
家
政
の
整
理
、
家
事
の
会
得
、
家
族
の
健
康
と
経
済
、
家
　
　
　
見
れ
ば
中
が
整
頓
さ
れ
ず
、
財
用
が
裕
福
で
あ
る
の
が
稀
で
あ
る
と
前
置
き
し

　
　
の事
務
、
衛
生
、
料
理
、
食
物
・
飲
料
・
衣
服
、
住
居
、
掃
除
一
般
で
あ
る
。
　
　
　
て
、
「
家
事
内
政
を
整
理
す
る
の
は
婦
女
生
涯
の
本
分
に
し
て
、
衣
食
住
の
こ

　
　
ご
こ
に
あ
げ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ビ
ー
チ
ル
が
示
し
た
教
育
内
容
や
ビ
ュ
フ
ネ
　
　
　
と
よ
り
始
め
て
金
銭
の
出
納
、
公
私
の
交
際
、
来
客
の
応
接
、
子
女
の
教
養
、

　
　
ル

の女
子
の
本
分
は
斉
家
の
実
務
で
あ
る
こ
と
、
ラ
ト
ク
リ
フ
の
家
庭
経
済
の
　
　
　
姫
僕
の
雇
使
に
至
る
ま
で
皆
そ
の
責
務
に
」
あ
る
と
し
た
。
学
業
を
終
え
た
あ

　
　

思
想と
一
致
し
て
い
る
。
我
が
国
が
欧
米
に
習
っ
て
生
活
面
の
早
急
な
近
代
化
　
　
　
と
は
、
従
来
は
家
庭
で
教
え
学
ぶ
も
の
で
あ
る
が
近
年
は
そ
の
習
慣
も
欠
け
て

　
　
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
て
い
る
。
原
因
は
、
家
政
の
学
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
し
て
、
家
政
の
学
は
卑
近
で
あ
り
実
績
が
現
れ
に
く
い
も
の
で
あ
る
が
、
女
子

　
　
　
1
8
9
3
（
明
治
2
6
＞
年
に
出
版
さ
れ
た
下
田
歌
子
『
家
政
学
』
は
、
当
時
　
　
　
は
、
多
く
の
書
を
読
み
各
種
の
芸
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
し
て
も
内
助
の
功
が

　
　
華
族
女
学
校
教
授
学
監
で
あ
っ
た
下
田
の
講
述
し
た
内
容
を
生
徒
が
筆
記
し
た
　
　
　
少
な
い
の
は
良
妻
賢
母
で
は
な
い
と
し
て
、
女
子
の
本
分
は
内
政
に
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
お
お
か
た
下
田
が
平
常
実
行
し
て
得
た
知
見
や
専
門
書
　
　
　
を
説
い
て
い
る
。
女
子
が
そ
の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
に
つ
い
て
は
男
子
が
国
事

　
　
籍
、
欧
米
の
紹
介
に
つ
い
て
は
そ
の
国
の
書
物
か
ら
の
抜
粋
や
自
ら
の
欧
米
視
　
　
　
を
勤
め
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
と
女
子
の
家
政
学
を
位
置
づ
け
た
。

　
　
察
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
は
、
1
9
0
2
（
明
治
3
5
）
年
に
『
家
政
学
講
義
』
を
著
し
て
い
る

　
　
　

上
下
巻に
な
っ
て
お
り
、
上
巻
の
目
次
は
衣
服
（
衣
服
の
選
定
、
衣
服
の
取
　
　
　
が
、
こ
れ
は
北
海
道
教
育
会
第
1
4
回
夏
期
講
習
会
に
お
け
る
講
話
を
ま
と
め
た

　
　
扱
、
礼
式
服
装
、
裁
縫
、
編
物
、
機
織
、
紡
績
、
養
蚕
、
染
物
、
染
物
、
汚
点
　
　
　
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
家
政
学
総
論
、
家
事
衛
生
、
家
事
経
済
、
飲
食
・
料

　
　
抜
）
、
飲
食
（
食
晶
の
鑑
定
、
飲
料
の
選
定
）
、
本
邦
料
理
（
飯
の
炊
法
、
麺
類
　
　
　
理
、
衣
服
、
住
居
、
小
児
教
養
、
家
庭
教
育
、
養
老
、
看
病
、
交
際
、
避
難
、

∬
　　
の
製
法
、
煮
灸
の
方
法
、
贈
の
製
法
、
漬
物
の
製
法
、
昧
噌
の
製
法
）
、
西
洋
　
　
　
鐸
僕
使
役
等
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
後
の
家
政
学
の
教
科
内
容
を
方
向
づ
け
る
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も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
、
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
新
家
庭

　
　
　

『家
政
学
講
義
』
緒
言
に
は
、
維
新
依
頼
我
が
国
は
世
界
に
例
が
な
い
く
ら
　
　
　
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
説
い
て
い
る
、

　
　

い
進歩
し
、
政
治
や
法
律
、
文
芸
、
技
術
等
が
整
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
　
　
　
　
塚
本
は
、
家
政
学
の
中
で
子
ど
も
の
教
育
も
重
視
し
て
い
た
。
上
記
項
目

　
　
る
が
、
個
々
の
家
庭
内
が
整
頓
さ
れ
ず
、
経
済
的
に
豊
か
で
あ
る
の
は
希
な
状
　
　
　
中
、
衣
食
住
・
衛
生
・
看
護
を
含
む
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
記
述
に
最
も
多
く

　
　

態
であ
る
と
書
か
れ
て
、
男
子
が
外
を
治
め
女
子
が
内
を
守
る
の
は
天
賦
の
職
　
　
　
の
ぺ
ー
ジ
数
が
割
か
れ
て
い
る
が
、
次
に
多
い
の
が
育
児
で
あ
り
総
ペ
ー
ジ
の

　
　

分
であ
る
た
め
「
家
事
内
政
を
整
理
す
る
は
、
婦
女
生
涯
の
本
分
」
で
あ
る
に
　
　
　
約
2
割
強
を
占
め
て
い
る
。
内
容
は
妊
娠
後
の
胎
児
の
保
護
、
分
娩
及
び
産
後

　
　

か
かわ
ら
ず
で
き
て
い
な
い
の
は
女
子
教
育
が
完
全
で
な
い
か
ら
だ
と
し
て
い
　
　
　
の
養
生
、
体
育
の
こ
と
、
徳
育
、
知
育
と
情
育
、
学
齢
児
童
に
つ
い
て
、
女
子

　
　
る
。
ま
た
。
家
政
学
は
実
地
応
用
の
学
と
し
机
上
の
空
論
で
は
効
果
が
な
い
と
　
　
　
の
教
育
に
つ
い
て
で
あ
る
。
な
か
で
も
女
子
教
育
の
目
的
は
未
来
の
母
と
し
て

　
　
し
て
い
る
が
、
学
校
に
お
い
て
は
ま
だ
家
政
学
の
授
業
時
間
が
非
常
に
少
な
い
　
　
　
妻
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
人
物
の
養
成
に
あ
る
こ
と
、
学
校
で
学
ぶ
こ
と
よ

　
　
こ
と
や
家
政
書
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
現
状
で
あ
る
と
も
書
い
て
お
り
、
家
政
学
　
　
　
り
家
庭
で
見
習
う
こ
と
が
多
い
こ
と
、
母
親
は
家
政
に
関
す
る
知
識
と
実
地
応

　
　
を
学
問
な
ら
し
め
る
た
め
に
全
国
各
地
で
精
力
的
に
家
政
学
講
話
を
行
っ
て
い
　
　
　
用
を
研
究
し
て
娘
の
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

　
　
た
様
子
が
伺
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
家
政
学
が
ま
す
ま
す
女
子
の
た
め
の
学
問
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な

　
　
　
1
9
◎
6
（
明
治
3
9
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
塚
本
は
ま
子
の
『
実
践
家
政
学
講
　
　
　
る
。

　
　
義
』
は
、
生
活
改
善
講
習
会
等
で
活
動
し
講
述
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
　
　
　
　
我
が
国
で
最
初
の
女
子
対
象
の
商
業
学
校
を
創
設
し
た
嘉
悦
孝
子
は
、
『
家

　
　
あ
る
。
こ
の
著
の
申
で
、
塚
本
は
家
政
学
に
つ
い
て
二
家
を
斉
え
、
か
つ
子
　
　
　
政
学
講
話
』
序
で
、
教
え
子
た
ち
に
講
述
し
た
も
の
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ

　
　

女を
教
育
し
て
い
く
家
の
方
法
を
研
究
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
」
と
定
義
し
、
　
　
　
る
が
、
一
般
家
庭
に
読
ま
せ
て
実
行
し
て
も
ら
う
た
め
の
本
で
あ
る
と
書
い
て

　
　
家
政
学
は
学
ん
だ
知
識
を
す
ぐ
に
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
目
次
　
　
　
い
る
。
特
に
家
政
学
は
一
般
の
家
庭
で
実
際
に
行
わ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
つ

　
　

の項
目
は
、
総
論
、
一
家
の
平
和
（
夫
婦
、
家
族
、
僕
脾
）
、
生
活
（
衣
服
、
　
　
　
て
、
事
情
の
許
す
限
り
家
政
学
の
教
育
内
容
の
と
お
り
実
行
し
な
け
れ
ば
家

　
　

食物
、
住
居
、
衛
生
、
看
護
法
〉
、
一
家
の
財
政
（
予
算
、
負
債
、
貯
金
・
保
　
　
　
庭
の
進
歩
も
な
く
国
力
も
充
実
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
「
現
在
の
家
庭
の
欠

　
　
険
、
節
倹
、
家
計
簿
）
、
交
際
（
交
際
法
、
訪
問
、
接
客
、
関
係
あ
る
入
々
、
　
　
　
点
を
補
足
し
改
善
し
て
、
そ
の
生
産
力
を
発
展
せ
し
め
て
充
実
せ
る
桂
会
国
家

　
　

公会
・
宴
席
、
書
信
、
贈
物
・
返
礼
、
公
徳
）
、
育
児
（
胎
児
の
保
護
、
分
　
　
　
を
造
る
こ
と
」
が
今
の
急
務
で
あ
る
と
あ
り
、
日
露
戦
争
後
の
こ
の
時
期
に
、

　
　
娩
・
産
後
の
養
生
、
体
育
、
徳
育
、
知
育
・
情
育
、
学
齢
児
童
、
女
子
教
育
）
　
　
家
庭
生
活
の
改
善
向
上
が
国
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
は
じ
め

　
　
と
な
っ
て
お
り
、
下
田
と
同
様
に
、
家
政
学
は
女
性
が
家
庭
の
整
え
と
子
ど
も
　
　
　
た
。
欧
米
の
家
庭
生
活
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
一
方
で
、
欧
米
流
の
個
人
本
位

㎝
　　
の
教
育
を
中
核
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
夫
が
家
庭
の
心
配
ご
と
な
く
仕
事
　
　
　
よ
り
も
我
が
国
で
は
「
家
庭
本
位
国
家
本
位
」
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
「
家
庭



卿
　　
を
組
成
す
る
も
の
は
、
必
ず
家
庭
そ
の
も
の
の
真
価
を
自
覚
し
、
国
家
的
の
観
　
　
　
　
『
婦
人
世
界
』
は
、
日
露
戦
争
後
の
1
9
◎
6
（
明
治
3
9
）
年
に
実
業
之
日

　
　
念
を
固
く
有
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
婦
人
雑
誌
で
あ
り
、
創
刊
当
初
か
ら
多
く
の
読
者
を
得

　
　
　

嘉
悦も
下
田
や
塚
本
と
同
様
、
家
政
学
は
＝
家
を
治
め
、
か
つ
子
女
を
教
　
　
　
た
。
第
1
号
発
行
の
辞
に
は
、
希
望
す
る
日
本
婦
人
の
あ
り
方
と
し
て
、
女
性

　
　
育
す
る
方
法
を
研
究
す
る
学
問
」
で
あ
り
、
空
理
空
論
の
学
で
は
な
く
実
行
の
　
　
　
の
本
分
と
し
て
完
全
な
る
家
庭
の
主
婦
と
な
り
、
夫
を
助
け
子
供
を
育
て
る
こ

　
　

学
であ
る
と
し
「
言
い
換
え
れ
ば
家
政
学
は
実
に
家
政
術
で
あ
り
ま
す
」
と
定
　
　
　
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
単
位
と
な
る
善
良
な
家
庭
を
作
り
、
良
妻
賢
母
と
な
る

　
　
義
し
た
。
ま
た
、
家
庭
の
統
治
者
で
あ
る
主
婦
は
、
家
庭
を
治
め
る
方
法
を
研
　
　
　
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
家
庭
生
活
を
基
礎
と
し
た
社
会
的
活
動
を
す
る
こ
と
、

　
　

究し
最
善
の
域
に
到
達
し
て
「
完
全
な
る
家
庭
」
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
生
　
　
　
家
庭
の
改
良
、
家
政
の
研
究
に
関
し
て
の
記
事
を
扱
い
、
そ
の
実
践
に
役
立
つ

　
　

活を
改
善
し
て
新
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
　
　
　
知
識
を
提
供
す
る
と
創
刊
の
目
的
を
書
い
て
い
る
。

　
　
来
の
家
政
学
で
は
な
い
新
し
い
家
政
学
を
研
究
し
て
新
家
庭
に
応
用
す
る
こ
と
　
　
　
　
下
田
歌
子
、
嘉
悦
孝
子
は
創
刊
第
1
号
の
婦
人
の
鑑
の
ペ
ー
ジ
に
登
場
し
、

　
　

が
必
要
であ
り
、
本
書
を
書
い
た
理
由
だ
と
嘉
悦
は
記
述
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
座
右
の
銘
を
紹
介
し
て
い
る
。
他
に
鳩
山
春
子
、
棚
橋
絢
子
、
三
輪
田
真
佐

　
　
　

従来
の
家
政
学
に
は
、
姑
嫁
同
居
の
弊
、
結
婚
法
の
不
完
全
、
財
産
制
の
不
　
　
　
子
、
後
閑
菊
野
と
い
っ
た
当
時
の
家
政
学
お
よ
び
家
政
教
育
の
研
究
者
が
家
庭

　
　

完全
、
趣
味
性
の
不
完
全
、
家
屋
建
築
上
の
欠
点
、
食
物
・
衣
服
等
、
虚
飾
的
　
　
　
教
育
苦
心
談
（
鳩
山
春
子
）
や
日
曜
の
暮
ら
し
方
（
後
閑
菊
野
∨
と
い
っ
た

　
　

傾向
に
つ
い
て
の
記
述
が
不
完
全
で
あ
り
、
家
政
学
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
　
　
　
新
し
い
家
庭
生
活
を
紹
介
し
、
完
全
な
る
家
庭
や
家
庭
の
改
良
に
役
立
つ
情
報

　
　

必
要
であ
る
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
他
に
、
家
庭
　
　
　
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
た
つ
『
婦
人
世
界
』
の
発
行
に
至
っ

　
　

教育
は
主
婦
で
あ
り
母
の
仕
事
で
も
あ
る
た
め
よ
り
詳
し
く
説
明
を
加
え
る
こ
　
　
　
て
、
家
政
学
は
家
庭
を
治
め
る
す
な
わ
ち
完
全
善
良
な
る
家
庭
を
作
る
た
め
の

　
　
と
、
憲
法
が
な
い
国
家
は
内
乱
が
絶
え
な
い
と
同
様
に
家
憲
の
な
い
家
庭
は
秩
　
　
　
実
践
の
学
と
し
て
、
ま
た
そ
れ
を
担
う
女
子
の
学
問
と
し
て
広
く
一
般
に
麗
知

　
　
序
が
乱
れ
る
た
め
家
憲
の
説
明
を
加
え
る
こ
と
、
家
庭
の
根
底
は
夫
婦
で
あ
り
　
　
　
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

結
婚法
を
説
明
し
な
い
家
政
学
は
家
政
を
教
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど

　
　
を
挙
げ
、
今
後
の
家
政
学
研
究
者
や
家
政
学
を
教
授
す
る
も
の
は
家
事
教
授
法

　
　の莞
を
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
・
国
家
の
根
本
と
し
て
の
新
し
い
　
　
女
子
の
職
業
教
育

　
　
家
政
学
の
方
向
性
を
提
案
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
期
は
、
日
清
・
日
露
の
2
つ
の
大
戦
を
通
じ
て
社
会
の
単
位
と
な
る
家

　
　
　
こ
こ
で
あ
げ
た
下
田
歌
子
、
塚
本
は
ま
子
、
嘉
悦
孝
子
は
明
治
期
の
家
政
学
　
　
　
庭
生
活
の
改
良
と
国
力
増
強
が
画
策
さ
れ
た
。
農
家
経
済
の
安
定
の
た
め
に
農

　
　者
と
し
て
精
力
的
に
活
動
、
明
治
後
期
か
ら
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
婦
人
雑
誌
　
　
　
閑
期
等
で
の
副
業
が
奨
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
市
の
給
料
生
活
者
家
庭
に
お

　
　
に
も
度
々
寄
稿
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
る
婦
女
子
の
内
職
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で



　
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
改
革
を
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　

下田
歌
子
、
塚
本
は
ま
子
、
嘉
悦
孝
子
の
家
政
学
書
に
は
婦
人
の
職
業
に
つ
　
　
　
　
蘇
峰
は
、
家
庭
は
平
民
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
し
て
「
最
も
質
素
に
最
も
平
易

　　
　
い
て
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
1
9
8
7
（
明
治
3
0
＞
年
の
三
輪
田
　
　
　
に
生
活
す
る
し
平
民
的
家
風
の
重
要
性
を
説
き
、
当
時
都
市
に
誕
生
し
は
じ
め

　
　

真
佐
子
の

『女
子
教育
要
言
』
に
も
職
業
に
つ
い
て
記
述
は
な
く
、
当
時
の
家
　
　
　
た
中
流
家
庭
の
生
活
の
あ
り
方
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
期
の

　
　

政学
お
よ
び
女
子
教
育
の
領
域
に
職
業
教
育
は
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
　
　
　
家
政
学
書
や
女
子
教
育
の
書
籍
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
婦
女
子
の
職
業
に
つ
い

　
　
治
後
期
か
ら
大
正
時
代
を
通
じ
て
創
刊
さ
れ
た
各
種
婦
人
雑
誌
に
は
、
婦
女
子
　
　
　
て
、
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
き
、
職
業
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　
　

の職
業
や
家
庭
の
内
職
に
つ
い
て
の
記
事
が
盛
ん
に
登
場
し
た
。
こ
の
時
期
の
　
　
　
　
男
子
が
職
業
を
持
っ
て
一
家
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

　
　
職
業
教
育
と
く
に
家
庭
の
婦
入
も
含
め
た
女
子
の
職
業
論
は
、
家
政
学
お
よ
び
　
　
　
妻
や
子
ど
も
、
家
人
は
「
十
分
な
時
間
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
日
悠
々
と

　
　
女
子
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
」
衣
食
し
暇
な
時
間
を
過
ご
し
「
中
等
以
上
の
家
庭
を
み
る
に
、
妻
女
も

　
　
　
こ
こ
で
は
1
8
8
◎
（
明
治
2
0
）
年
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
を
取
り
上
　
　
　
し
く
は
娘
子
た
る
も
の
多
く
は
こ
れ
男
子
の
付
属
品
ま
た
は
装
飾
品
に
止
ど
ま

　
　
げ
、
明
治
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
婦
女
子
の
職
業
と
く
に
内
職
の
思
想
に
　
　
　
り
」
と
中
流
家
庭
の
生
活
を
批
判
、
貧
民
と
同
様
な
質
素
で
平
易
な
倹
約
生
活

　　
　
つ
い
て
、
筆
者
が
先
に
報
告
し
た
内
容
に
加
筆
整
理
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
そ
の
上
で
中
流
以
上
の
家
庭
の
婦
女
子
も
職
業
を
持

　
　
　

『家
庭
叢
書
』
は
徳
富
蘇
峰
が
設
立
し
た
民
友
社
が
発
行
し
た
。
第
1
巻
　
　
　
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
男
子
と
同
じ
よ
う
に
政
治
経
済
に

　
　

「家
庭
の
和
楽
」
は
1
8
9
4
（
明
治
2
7
）
年
に
発
行
さ
れ
、
は
し
が
き
に
は
　
　
　
関
わ
り
商
売
を
す
る
の
で
は
な
く
「
只
家
庭
に
居
り
て
家
庭
の
職
業
を
為
さ
ば

　
　

叢
書
発
行に
至
る
経
緯
や
そ
の
目
的
が
蘇
峰
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
　
　
　
そ
れ
に
て
沢
山
な
り
。
家
庭
の
職
業
と
は
取
り
も
直
さ
ず
婦
人
の
内
職
こ
れ
な

　
　

わち
「
家
庭
の
品
格
を
高
く
し
、
家
庭
の
平
和
を
増
加
し
、
家
庭
の
康
楽
と
祝
　
　
　
り
」
と
家
庭
で
の
内
職
を
婦
女
子
の
職
業
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
。

　
　
福
と
を
多
く
」
す
る
た
め
で
あ
り
、
明
治
維
新
以
来
、
従
来
の
家
庭
の
あ
り
方
　
　
　
　
申
流
以
上
の
婦
女
子
に
家
庭
内
で
の
内
職
を
勧
め
る
理
由
と
し
て
「
将
来
の

　
　

が変
わ
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
と
し
て
「
一
家
治
ま
り
て
一
国
治
ま
り
一
国
治
ま
　
　
　
安
全
を
計
る
に
と
ど
ま
ら
す
、
平
生
に
於
い
て
も
そ
の
準
備
と
し
て
一
家
共
稼

　
　
り
て
天
下
治
ま
る
。
一
家
修
ま
り
て
一
身
修
ま
る
。
一
身
治
ま
り
て
神
入
和
合
　
　
　
ぎ
の
風
習
を
慣
ら
し
」
「
貧
民
の
状
態
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
自
ら
貧
民
の
職
業

　
　
す
」
と
模
範
的
家
庭
を
築
く
事
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
家
庭
　
　
　
を
実
践
実
行
す
る
に
如
か
ざ
る
な
り
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
家
を
支
え
る

　
　

叢書
』
は
平
易
な
文
字
を
使
っ
て
婦
人
や
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
し
、
家
　
　
　
夫
に
不
慮
に
事
故
等
が
あ
っ
た
時
の
安
全
の
た
め
、
農
家
な
ど
貧
し
い
生
活
を

　
　
庭
の
組
織
、
家
庭
の
改
革
、
家
庭
教
育
、
家
庭
経
済
、
家
庭
衛
生
、
家
庭
の
娯
　
　
　
送
っ
て
い
る
人
々
と
同
じ
職
業
を
行
っ
て
、
平
民
同
様
質
素
で
平
易
な
生
活
を

　
　
楽
、
家
庭
の
人
間
関
係
、
家
庭
の
弊
害
と
矯
正
、
家
庭
の
実
用
学
問
な
ど
家
庭
　
　
　
送
る
こ
と
を
期
待
し
国
家
を
維
持
す
る
こ
と
を
願
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い

川
　　
の
あ
ら
ゆ
る
、
心
得
と
な
る
べ
き
事
柄
を
掲
載
し
、
「
模
範
的
家
庭
を
築
き
家
庭
　
　
　
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
上
中
下
社
会
の
家
庭
に
於
い
て
、
一
家
共
稼
ぎ
の
風
を



追
　
勃
起
せ
ん
こ
と
を
希
望
」
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
一
家
安
全
で
あ
る
。
第
2
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
職
を
得
て
厄
介
者
に
な
ら
な

　
　
　

翌
1
8
9
5
（
明
治
2
8
）
年
に
は
『
家
庭
叢
書
』
第
1
0
巻
「
婦
人
と
職
業
」
　
　
　
い
こ
と
は
、
そ
の
権
力
に
お
い
て
も
偏
重
の
憂
い
が
な
い
。
第
3
、
人
が
そ
れ

　
　

が
発刊
さ
れ
た
。
こ
の
書
で
は
複
雑
な
こ
の
時
代
に
婦
人
が
す
べ
き
適
当
な
職
　
　
　
そ
れ
の
仕
事
を
す
る
の
で
、
仮
に
も
奢
り
が
ま
し
い
こ
と
が
な
い
。
第
4
、
仕

　
　
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
精
細
と
事
務
は
婦
人
の
仕
事
に
向
い
て
い
る
こ
　
　
　
事
が
あ
れ
ば
不
全
を
思
う
暇
も
な
く
、
喧
嘩
す
る
暇
も
な
く
苦
情
も
波
風
も
立

　
　
と
、
家
事
の
務
め
（
家
政
の
整
理
、
保
育
、
調
理
、
家
内
の
掃
除
等
）
も
婦
　
　
　
た
な
い
。
第
5
、
仕
事
を
す
る
時
に
は
、
規
則
正
し
く
順
序
が
あ
り
欺
か
な
い

　
　

人
の職
業
で
あ
る
と
述
べ
、
「
中
等
以
上
の
家
庭
で
家
計
に
余
裕
が
あ
る
人
で
　
　
　
こ
と
、
す
べ
て
平
民
的
道
徳
は
教
え
な
く
て
も
習
い
学
ば
ず
し
て
得
る
こ
と
が

　
　
も
、
暇
な
時
間
が
あ
れ
ば
進
ん
で
職
業
に
従
事
す
べ
き
」
と
し
て
中
流
以
上
の
　
　
　
出
来
る
こ
と
を
あ
げ
、
上
申
下
す
べ
て
の
階
級
に
お
け
る
内
職
を
推
奨
し
た
。

　
　
家
庭
に
お
け
る
婦
人
の
職
業
を
主
張
し
、
暇
な
時
間
の
活
用
、
賃
金
の
貯
蓄
、
　
　
　
な
か
で
も
上
流
社
会
の
人
々
が
内
職
か
ら
得
た
金
銭
を
慈
善
事
業
に
使
う
の
が

　
　
金
銭
を
粗
末
に
し
な
い
徳
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
婦
人
の
美
徳
だ
と
し
た
。
　
　
　
　
功
徳
あ
る
行
動
だ
と
し
て
い
る
の
が
当
時
の
経
済
格
差
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
婦
人
の
職
業と
し
て
、
婦
人
の
天
職
だ
と
す
る
看
護
婦
、
産
婆
、
文
学
、
教
　
　
　
　
ド
イ
ツ
の
ビ
ュ
フ
ネ
ル
が
1
8
8
9
（
明
治
2
）
年
の
『
女
子
之
務
』
の
中

　
　
育
、
事
務
員
な
ど
と
と
も
に
、
裁
縫
、
編
み
物
（
毛
糸
、
レ
ー
ス
編
み
、
打
　
　
　
で
説
い
た
中
等
階
級
以
上
（
訳
文
の
ま
ま
）
の
婦
人
に
お
け
る
手
芸
の
必
要
性

　
　
紐
、
竹
編
み
、
麦
藁
細
工
な
ど
）
、
養
蚕
、
美
術
、
造
花
（
女
子
手
芸
中
、
高
　
　
　
が
、
同
様
な
考
え
方
の
も
と
女
子
の
職
業
す
な
わ
ち
家
庭
で
の
内
職
と
し
て
位

　
　
尚
に
し
て
最
も
利
益
な
職
業
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
、
縫
取
、
押
絵
と
い
っ
た
　
　
　
澄
づ
け
ら
れ
で
い
く
。

　
　手
工
を
中
心
と
す
る
内
職
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
清
戦
争
後
の
こ
の
時
期
　
　
　
　
こ
の
時
期
は
、
家
政
学
書
の
出
版
と
並
行
し
て
、
家
政
や
家
庭
を
論
ず
る
書

　
　
は
、
内
職
の
手
工
芸
品
の
西
欧
へ
の
輸
出
が
急
激
に
増
加
し
は
じ
め
た
こ
と
農
　
　
　
籍
の
出
版
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
堺
枯
川
は
、
1
9
0
1
（
明
治
3
4
）
年
に

　
　家
経
済
の
安
定
を
図
る
た
め
の
国
策
と
し
て
農
家
に
お
け
る
副
業
が
推
奨
さ
れ
　
　
　
『
家
庭
の
事
務
』
を
発
行
し
て
い
る
。
堺
は
主
婦
の
役
割
に
つ
い
て
、
家
内
一

　
　
て

いた
こ
と
な
ど
が
、
中
流
以
上
の
家
庭
へ
の
内
職
奨
励
の
背
景
と
し
て
あ
っ
　
　
　
切
の
事
務
を
引
き
受
け
て
夫
が
外
で
十
分
に
働
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
夫
の

　
　
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徳
富
蘇
峰
は
、
1
8
9
6
（
明
治
2
9
）
年
『
家
庭
小
訓
』
　
　
　
地
位
を
辱
め
な
い
よ
う
に
家
庭
を
高
尚
に
保
つ
こ
と
と
い
っ
た
家
庭
観
を
著
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
の中
で
も
、
内
職
を
奨
励
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
し
て
「
主
婦
と
し
て
の
事
務
を
尽
く
し
て
な
お
余
力
の
あ
る
細
君
は
、

　
　
　

「内
職
、
一
家
族
老
幼
各
々
そ
の
職
業
に
つ
く
を
要
す
」
と
し
て
大
隈
重
信
　
　
　
便
宜
に
従
い
種
々
の
内
職
を
し
て
多
少
一
家
の
収
入
の
助
け
を
す
る
の
が
良

　
　
の

言葉
を
引
用
し
て
、
家
族
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
　
　
　
い
。
内
職
を
恥
ず
か
し
が
る
の
は
女
中
を
お
き
た
が
る
の
と
同
じ
よ
う
な
根
性

　
　そ
れ
に
よ
っ
て
国
が
豊
か
に
な
り
家
族
の
生
活
を
助
け
、
家
庭
の
幸
福
に
つ
な
　
　
　
で
甚
だ
笑
う
べ
く
哀
れ
む
べ
き
事
」
と
し
て
都
市
の
上
中
流
家
庭
を
想
定
し
た

　
　
がる
と
し
た
。
と
く
に
主
人
以
外
の
家
族
の
内
職
の
必
要
性
を
次
の
よ
う
な
5
　
　
　
内
職
を
論
じ
て
い
る
が
、
徳
富
が
主
張
し
た
よ
う
な
家
の
内
職
が
国
の
富
に
つ

　
　
つ
の観
点
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
第
1
に
、
主
人
の
身
に
異
変
が
あ
っ
て
　
　
　
な
が
る
と
い
う
考
え
方
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。



　
　
　
同
じ
く
1
9
0
3
（
明
治
3
6
）
年
に
晴
光
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
家
庭
顧
　
　
　
行
わ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
で
は
ま
だ
需
要
が
少
な
い
か
ら
内
職
に
は
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

　
　
問
』
で
も
家
庭
と
内
職
に
関
し
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
男
子
に
は
本
　
　
　
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
造
花
は
需
要
が
多
く
、
花
轡
そ
の
他
の
造
花
が
利
益

　
　
業
が
あ
る
か
ら
内
職
と
い
え
ば
主
に
婦
人
の
手
仕
事
と
決
ま
っ
て
い
る
」
と
　
　
　
の
あ
る
職
業
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
。
徳
富
の
『
家
庭
叢
書
』
シ
リ
ー
ズ

　
　

『家
庭
顧
問
』
に
至
っ
て
、
内
職
・
婦
人
・
手
仕
事
の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
　
　
　
に
お
い
て
も
「
造
花
独
習
」
と
し
て
編
集
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
見
る
よ
う

　
　

登場
し
た
。
大
隈
や
徳
富
が
主
張
し
た
家
族
の
内
職
の
範
囲
が
、
家
庭
内
で
行
　
　
　
に
当
時
綺
麗
で
利
益
の
上
が
る
内
職
で
あ
っ
た
。

　
　
う
婦
入
の
手
仕
事
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
、
『
家
庭
叢
　
　
　
　
縫
取
は
、
女
子
の
手
芸
の
な
か
で
高
尚
な
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
衣
裳
・
窓

　
　
書
』
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
考
え
方
を
基
盤
に
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
掛
・
椎
紗
・
手
柄
・
半
襟
・
ハ
ン
ケ
チ
な
ど
の
装
飾
と
し
て
、
平
縫
・
押
縫
・

　
　
ま
た
、
「
飽
食
暖
衣
し
て
い
る
日
本
の
女
子
に
必
要
な
の
は
職
業
の
教
育
」
と
　
　
　
鱗
縫
な
ど
の
縫
取
の
方
法
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
押
絵
は

　
　
女
子
の
職
業
教
育
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
「
実
用
的
な
技
芸
の
教
　
　
　
美
術
品
の
一
つ
と
し
て
、
羽
子
板
や
守
り
入
れ
、
小
箱
な
ど
の
押
絵
と
し
て
利

　
　
育
が
必
要
で
あ
り
、
職
業
観
念
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
内
職
を
さ
せ
る
の
は
良
　
　
　
用
さ
れ
、
良
い
賃
金
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
内
職
で
あ
っ
た
。
後
に
家
内
工
業

　
　
策
で
あ
る
」
と
し
て
職
業
教
育
の
範
囲
は
限
定
的
で
あ
る
。
こ
の
書
で
は
日
本
　
　
　
と
し
て
発
達
し
た
メ
リ
ヤ
ス
編
み
は
、
機
械
の
購
入
費
用
が
か
か
る
が
「
椅
子

　
　

の婦
入
の
職
業
と
し
て
多
く
の
内
職
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
育
児
諸
業
、
　
　
　
に
座
っ
て
両
手
を
動
か
す
の
み
で
、
か
よ
わ
い
女
児
に
も
出
来
る
。
賃
金
・
衛

　
　

看病
者
、
産
婆
、
裁
縫
、
編
物
、
縫
箔
、
機
織
、
紡
績
、
養
蚕
、
製
糸
、
台
所
　
　
　
生
の
た
め
に
も
利
益
が
あ
る
。
機
械
の
購
入
に
は
、
女
子
が
一
年
の
春
着
を
我

　
　

働き
、
守
博
（
モ
リ
）
等
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
適
当
な
内
職
と
し
て
　
　
　
慢
し
た
ら
よ
い
」
と
積
極
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
　
説
明
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
日
本
の
輸
出
産
業
に
直
結
す
る
も
の
と
し
て
手
工
　
　
　
　
1
9
0
3
（
明
治
3
6
）
に
は
、
松
原
岩
五
郎
の
『
女
学
生
の
葉
』
も
発
行
さ

　
　
芸
を
中
心
に
婦
人
の
内
職
に
よ
る
生
産
を
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
れ
た
。
こ
こ
で
は
「
職
業
は
人
間
の
務
め
と
し
て
必
ず
持
つ
べ
き
も
の
な
り
」

　
　
　

養蚕
は
農
家
の
副
業
と
し
て
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
内
職
と
し
て
も
養
蚕
　
　
　
と
女
学
生
が
職
業
を
持
つ
こ
と
を
勧
め
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
「
職
業
を
習
い

　
　

が日
本
の
気
候
に
適
し
て
お
り
、
婦
入
手
工
の
中
で
第
一
に
位
す
る
価
値
が
有
　
　
　
置
く
は
平
常
の
こ
と
な
り
、
こ
れ
を
就
行
す
る
は
万
一
の
場
合
な
り
」
と
し

　
　
る
も
の
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
裁
縫
は
婦
人
に
必
要
な
手
芸
で
あ
り
、
　
　
　
て
、
主
人
や
家
庭
に
不
幸
等
が
あ
っ
た
場
合
の
万
一
の
用
意
と
し
て
準
備
し
て

　
　
内
職
に
し
な
く
て
も
入
の
妻
で
あ
る
人
は
こ
れ
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
な
技
術
　
　
　
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
妻
は
家
を
守
る
の
が
務
め
で
あ
っ

　
　

であ
る
、
都
会
で
は
、
仕
立
て
物
の
出
前
が
あ
る
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
仕
　
　
　
て
、
職
業
を
持
っ
て
外
出
す
る
と
「
家
の
こ
と
は
一
切
お
留
守
に
な
り
て
、
家

　
　

立

屋と
し
て
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
編
物
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
政
収
ま
ら
ず
」
と
し
て
、
妻
と
な
っ
た
ら
美
婦
共
稼
ぎ
と
し
て
夫
の
事
業
を
助

　
　

衣服
、
帽
子
、
肩
掛
、
襟
巻
、
靴
足
袋
、
手
袋
、
シ
ャ
ツ
な
ど
毛
糸
の
需
要
が
　
　
　
け
家
の
職
業
に
内
助
の
功
を
尽
く
す
も
の
だ
と
説
い
て
い
る
。

田
　
多
い
。
レ
ー
ス
編
み
は
、
欧
米
諸
国
で
も
美
麗
な
る
職
業
と
し
て
婦
人
の
闘
に
　
　
　
松
原
は
、
夫
を
持
つ
べ
き
女
子
学
生
が
不
時
の
用
意
と
し
て
心
得
て
お
く
べ



斑
　　
き
職
業
、
生
涯
独
身
の
覚
悟
で
も
つ
女
子
の
職
業
を
紹
介
し
て
い
る
。
前
者
の
　
　
　
は
、
造
花
、
裁
縫
、
編
物
、
刺
繍
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
専
門
的
職
業
と
は
違

　
　

例と
し
て
裁
縫
教
師
、
小
学
校
や
幼
稚
園
等
の
学
校
教
師
、
刺
繍
・
裁
縫
等
の
　
　
　
い
、
自
分
の
家
で
暇
ひ
ま
に
で
き
る
仕
事
」
で
あ
る
こ
と
、
妻
や
母
・
主
婦
と

　
　

美
術
工芸
、
速
記
術
、
音
楽
・
語
学
教
師
、
産
婆
、
看
護
婦
、
割
烹
教
師
、
　
　
　
な
っ
て
も
差
し
支
え
な
く
従
事
で
き
る
仕
事
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

　
　

家
庭
教師
、
簿
記
計
算
を
、
後
者
の
例
と
し
て
絵
画
・
彫
刻
等
の
美
術
、
音
楽
　
　
　
　
こ
れ
ら
は
、
都
市
に
お
け
る
中
流
家
庭
の
婦
女
子
が
家
事
の
暇
に
「
退
屈
な

　
　
者
、
文
学
者
・
著
述
業
、
新
聞
記
者
、
小
学
校
・
女
学
校
・
中
学
校
等
の
教
育
　
　
　
と
き
に
従
事
す
る
」
高
尚
優
美
な
仕
事
と
し
て
推
奨
し
、
生
計
に
余
裕
が
あ
る

　
　
家
、
医
師
、
語
学
教
師
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
家
の
中
の
仕
事
1
1
家
政
　
　
　
な
ら
ば
慈
善
事
業
に
そ
の
金
銭
を
活
用
す
る
の
も
良
い
と
し
て
い
る
。
先
に
見

　
　
を
守
り
な
が
ら
夫
や
家
の
職
業
に
対
す
る
内
助
の
功
と
し
て
の
職
業
、
す
な
わ
　
　
　
た
徳
富
蘇
峰
の
思
想
が
普
及
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
ち
裁
縫
、
手
工
芸
、
割
烹
や
幼
児
の
教
育
、
出
産
や
看
護
と
い
っ
た
よ
う
な
家
　
　
　
　
造
花
、
裁
縫
、
編
物
、
刺
繍
と
い
っ
た
手
工
芸
を
中
心
に
家
庭
で
の
内
職
が

　
　
庭
で
従
事
で
き
る
内
職
や
女
性
の
特
性
に
直
結
し
た
職
業
が
推
奨
さ
れ
た
。
　
　
　
　
中
流
家
庭
に
ま
で
も
推
奨
さ
れ
た
の
は
、
日
清
日
露
戦
争
を
経
て
我
が
国
の
国

　
　
　
1
9
0
6
（
明
治
3
9
）
年
に
は
、
中
村
千
代
松
編
の
『
女
子
遊
学
便
覧
実
地
　
　
　
力
を
増
強
す
る
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
輸
入
国
か
ら
輸
出
国
へ

　
　
精
査
』
が
発
行
さ
れ
、
女
子
の
た
め
の
学
校
・
職
業
案
内
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
　
　
　
と
外
国
貿
易
の
転
換
を
図
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
背
景
に

　
　
ご
で
も
男
子
の
本
分
・
女
子
の
本
分
が
説
か
れ
、
男
子
の
本
分
は
外
に
在
っ
て
　
　
　
あ
る
。
図
1
は
、
『
外
国
貿
易
概
覧
』
各
年
度
版
か
ら
明
治
大
正
期
の
貿
易
価

　　
　
一
家
維
持
の
資
料
を
得
て
社
会
公
益
の
た
め
に
働
く
こ
と
、
女
子
の
本
分
は
家
　
　
　
額
を
抽
出
し
そ
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
を
通
じ
て
輸
入
品
価

　
　
庭
の
中
心
と
な
り
夫
を
慰
め
子
女
を
教
育
し
て
い
く
す
な
わ
ち
良
妻
賢
母
で
あ
　
　
　
額
が
輸
出
品
価
額
を
超
過
し
て
い
る
。
輸
出
超
に
す
る
た
め
の
技
術
力
と
生
産

　
　
る
こ
と
、
女
子
の
学
問
は
そ
の
本
分
を
全
う
す
る
た
め
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
　
　
カ
を
高
め
経
済
的
国
力
の
早
急
な
増
強
が
急
が
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
こ
と
か

　
　
中
村
は
、
自
序
の
中
で
一
家
の
生
計
を
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
境
遇
に
な
っ
て
し
　
　
　
ら
も
わ
か
る
。

　
　
ま
っ
た
時
は
学
ん
だ
学
問
に
よ
っ
て
出
来
る
こ
と
は
な
ん
で
も
良
い
が
、
「
夫
　
　
　
　
図
2
に
重
要
輸
出
品
輸
出
額
に
つ
い
て
示
し
た
。
工
芸
品
と
し
て
統
計
さ
れ

　
　婦
一
体
本
然
の
務
め
を
忘
れ
て
女
子
の
み
一
入
離
れ
離
れ
に
そ
の
身
を
立
て
よ
　
　
　
て
い
る
項
目
か
ら
、
内
職
に
関
連
す
る
品
目
を
抽
出
し
て
い
る
。
先
に
見
た
よ

　
　
う
と
し
て
学
問
を
修
め
芸
術
を
磨
こ
う
と
す
る
の
は
、
目
前
の
狭
い
範
囲
で
は
　
　
　
う
に
、
裁
縫
・
編
物
－
縫
取
な
ど
の
手
工
芸
が
婦
人
の
内
職
と
し
て
推
奨
さ

　
　
利
益
があ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
広
く
人
間
社
会
に
と
っ
て
は
頗
る
害
毒
を
流
　
　
　
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
西
欧
へ
の
手
工
芸
品
の
輸
出
を
増
加
さ
せ
る
目
的
も

　
　
す
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
本
分
を
守
る
こ
と
を
主
張
　
　
　
あ
っ
た
。
当
時
の
我
が
国
の
一
般
家
庭
で
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た

　
　
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
や
絹
製
ハ
ン
カ
チ
、
絹
製
肩
掛
等
の
西
欧
向
け
の
製
品
の
生

　
　
　
こ
こ
で
は
女
子
の
職
業
が
、
学
校
教
師
、
専
門
的
職
業
、
内
職
的
職
業
の
3
　
　
　
産
が
、
「
家
政
を
斉
え
、
家
事
の
合
間
の
暇
な
時
闘
の
有
効
活
用
」
と
し
て
婦

　
　
領
域
に
分
け
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
内
職
的
職
業
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
　
　
　
人
の
内
職
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
。
明
治
初
期
、
家
政
は
一
家
の
長
に
よ
る
家
の
治
め
を
目
的
に
し
、
婦
女
子

　
　
　

お　
わ
　
り
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
家
庭
で
家
事
、
裁
縫
、
手
工
、
食
物
の
調
製
等
の
役
割
を
持
つ
と
い
っ
た
言

　明
治
期
は
西
洋
の
制
度
や
文
明
を
急
激
に
取
り
入
れ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
　
　
　
論
が
数
多
く
登
場
し
た
。

期
で
あ
っ
た
。
家
政
学
は
、
こ
の
時
期
に
家
を
治
め
斉
え
る
学
と
し
て
出
発
し
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
欧
米
の
家
政
書
の
翻
訳
書
が
出
版
さ

円
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肪
　　
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
国
情
に
沿
っ
た
部
分
の
み
が
抽
出
さ
れ
翻
訳
さ
れ
て
い
　
　
　
　
1
5
．
民
友
社
編
、
婦
入
と
職
業
、
家
庭
叢
書
第
1
0
巻
、
民
友
社
、
1
8
匂
き

　
　
　る。
女
子
は
家
事
経
済
を
執
り
行
っ
て
男
子
の
一
助
と
な
る
（
カ
タ
リ
ネ
゜
エ
　
　
　
　
ー
6
。
徳
富
蘇
峰
家
庭
小
訓
、
民
友
社
、
1
8
9
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ス

セ

ル・
亨
チ
ル
）
、
女
子
の
本
分
蒙
の
霧
に
あ
る
（
ル
イ
ゼ
・
ビ
ユ
　
間
麟
光
舗
爺
騨
㍊
纏
い
1
9
。
ー

　
　
　フ
ネ
ル
）
、
女
子
は
家
庭
を
整
、
λ
る
知
識
が
必
要
（
ラ
ト
ク
リ
フ
）
と
い
っ
た
　
　
　
　
1
9
・
松
原
岩
五
郎
、
女
学
生
の
饗
博
文
館
・
1
9
0
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　思
想
は
、
国
内
の
言
論
と
と
も
に
こ
の
時
期
の
家
政
学
を
方
向
づ
け
た
。
　
　
　
　
　
　
⑳
．
中
村
千
代
松
編
、
女
子
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文
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社
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1
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◎
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　明
治
期
の
家
政
学
書
は
、
華
族
出
身
の
下
田
歌
子
を
は
じ
め
当
時
の
上
流
階

　　
　
級
に
属
す
る
人
々
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、
中
上
流
家
庭
の
女
子
に
教
授
さ
れ
て
い

　
　
　る
。
そ
の
基
本
は
、
一
国
の
静
平
は
一
家
の
静
平
（
塚
本
は
ま
子
〉
家
庭
の
進

　　
　
歩
は
国
家
の
進
歩
（
嘉
悦
孝
子
）
と
い
っ
た
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想
に
基
づ
い
て
い
た
。
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